




3/11は『防災意識を育てる日』です。

防災の常識・非常識　～地震の時～

地震発生時「まず火を止める」というのはよくある話ですが、これは「昔の常識、今の常識」

と言われているケースのひとつ

プロパンガスは、通常、室外にガスメーター（マイコンメーター）が設置されており、

震度５強相当以上の揺れを感知したときは、ガスメーターが自動的にしゃだんします。

地震の際、無理に火を止めようとしてやけどを負うケースも多く、油使用時は特に危険です。

地震の揺れは、多くの場合、短時間でおさまります。

「まず火を消す」ではなく「まず身の安全を確保する」が、今の常識と言われています。

（ガスメーター未設置の場合や、瞬く間に燃え広がる可能性が高い状況等は除く）

マイコンメーターの復帰方法は以下の手順

でお願いします。

もし復帰をしない場合は繰り返さず、弊社まで

ご連絡をお願いします。

地震の時「まず火を止める」？

この記念日は日本記念日協会により東日本大震災にちなんで認定されました。
防災に備えることは私たちの安全を守るための責任でもあります。

日常的な取り組みを通して災害に対する準備をしっかり整えましょう。
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